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令和５年度第２回各務原市総合教育会議議事録 

 

Ⅰ 日 時 令和５年１０月１８日（水）午後３時００分～午後４時２５分 

Ⅱ 場 所 産業文化センター７階第１大会議室 

Ⅲ 出席者 

  （構成員） 

市 長 浅野 健司 

教育長 加藤 壽志 

教育委員 大堀 憲、和智 陽子、林 ゆり、小島 聡太郎 

 

  （教育委員会事務局） 

   事務局長 横山 直樹、参与兼教育施設整備推進室長 牧田 洋之、総務課長 足立 勉、 

学校施設課長 嶽 翁輔、学校教育課長 林 健司、中央図書館長 新居 美保、 

青少年教育課長 三輪 史子、文化財課長 西村 勝広、スポーツ課長 河瀬 憲政、 

少年自然の家所長 奥村 謙司、学校給食センター所長 寺田 明生、 

学校教育課指導主事 熊﨑 のぞみ、学校教育課指導主事 川瀬 慎哉、 

学校教育課指導主事 山本 美紗 

  （市長部局） 

   産業活力部長 村瀬 誠、次長兼いきいき楽習課長 永井 昭徳、 

企画政策課主任主査 桐山 貴文 

  （書記） 

教育委員会事務局総務課主幹 小川 大介、教育委員会事務局総務課主事 砂川 雄哉 

Ⅳ 内 容 

１ 市長あいさつ 

２ 協議・調整事項 

（１） 特別な支援が必要な児童生徒の状況と支援 

（２） 文化財資源を活用した事業展開 

 

Ⅴ 協議・調整事項の結果 

（１） 特別な支援が必要な児童生徒の状況と支援 

市 長 

 

 

学校教育課長 

市 長 

 

大 堀 委 員 

 

 

 

 

それでは、議事に入ります。はじめに、「特別な支援が必要な児童生徒の状況

と支援」を議題としたいと思います。 

それでは、担当課より説明をお願いします。 

（特別な支援が必要な児童生徒の状況と支援について、資料により説明） 

説明ありがとうございました。 

それでは教育委員の皆様のご意見をお伺いしたいと思います。 

驚くほど障がいのある児童生徒、不登校児童生徒、日本語指導が必要な児童

生徒が急に増えていることが分かりました。それに伴い、教師等の必要人員

が増えるという状況もあるかと思います。教師の人員確保が難しい中で、逆

行する形になっていますので、対策・予防も考えていかなくてはならないと

感じました。不登校児童生徒が増えているということでしたが、その要因は
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学校教育課指導主事 

学校教育課長 

 

 

 

 

大 堀 委 員 

 

 

 

 

 

和 智 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育課指導主事 

 

 

和 智 委 員 

教 育 長 

和 智 委 員 

 

学校教育課指導主事 

 

把握できていますか。 

主な理由は、無気力・不安、次いで生活の乱れとなっています。 

コロナ禍の３年間で急激に増加しています。学校に通わない期間に、学校生

活から離れて、家庭での生活が中心になってしまった子どもがいます。また、

学校に通うことがすべてではないという考えが昨今出てきており、学校だけ

ではなく、その子の自主性が生かされる場所を見つける保護者もいるという

ことが最近の状況です。 

保護者の中にそうした考えが広がる中で、それを強制的に学校に来させるこ

とは、別の問題があるのかもしれません。我々の頃は、不登校の原因はいじ

め等が主だったと思いますが、無気力になる原因、心を閉ざす原因がどこか

にあり、それを考えた時、北方学園のように幼稚園・保育所から市の中で連

携して、保護者と子一人ひとりの心のケアをしていくことが予防になるので

はないかと感じました。 

私の娘の同級生でも、小中学校で不登校になった子、途中から行けるように

なった子、高校で不登校になった子といった多くの話を耳にします。原因は

それぞれだと思いますが、無気力や不安、熱が出る、頭痛、腹痛等、本人が

行こうとするが、そういう状況で、どうしても行くことができないという話

を聞くと、保護者はとても心配だと思いますし、本人も頑張って行こうとし

ているのに、行けないつらさもあるのだろうと思います。一方、学校に行く

のが全てではないという考え方が出てきていますが、それぞれの子に応じた

段階的な受入先が増えてきていることを感じています。まだ、家から出られ

ない子もいると思います。そうした家庭では、子の将来に対し不安に感じて

いると思うので、市としては、どのようになるのが理想なのか、社会に出ら

れることが一番良いと思いますが、例えば、家でも働ける環境を提供する等、

将来像を想像できる市だと良いと感じました。 

中学校では手厚く見てもらえましたが、高校になると、退学や留年、通信制

高校等の選択肢しかないということは感じています。昔は、そうした選択肢

以外に、家の農業や工場を手伝うといった選択肢もあったかと思いますが、

今では、そうした選択肢がある家庭は少ないのではないかと感じます。好き

なことを見つけ、最終的に社会に出るという目標に繋がると良いと思います

し、その先の受入先まであると良いと思いました。 

日本語指導を行うのは、どのような方なのでしょうか。 

Futuro 教室では、日本語指導を長年担当した方で、教員免許を持っています。

わかりやすい日本語でタブレット端末を使いながら、指導を行っており、最

初はあいさつ等の基本的なことから始めています。 

教員免許を持っている方ではないと、採用は難しいですか。 

教育課程の中で行っていますので、教員免許が必要です。 

インドや中国が多くなってくるのかと思いましたが、インドの方はいないの

ですね。 

インドの方は今までいませんでしたが、パキスタンの方が多くなってきてい

ます。 
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和 智 委 員 

 

学校教育課指導主事 

 

林 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本語指導が必要な子の転入にあわせて、必要な言語の教諭を新しく採用す

るのでしょうか。 

人材の確保が難しいこともあり、母国語での指導はできていませんので、日

本語で伝えるか、単語を翻訳するという方法での指導になります。 

特別な支援が必要な児童生徒がこれだけ多様化すると、教師数が不足するこ

とが想像できます。その中で、市として色々と手厚く行っていることを実感

します。教員免許がないとできない部分は多々あると思いますが、蘇原第二

小学校では、近所の方を講師として招いて、色々なことを教えてもらうとい

う事業を行っています。その枠組みの中で、不登校児童生徒に関して、本人

はもとより、保護者も悩みを抱えていると思いますので、例えば不登校の子

を育て上げた経験を持つ保護者との交流を行うことで、不登校児童生徒を持

つ保護者に対するサポートができるのではないかと思います。 

私も通信制高校に行った子の事例を聞きますが、保護者も心療内科に行って

いるという話も聞きますし、保護者の不安定な心というのは、子に伝播し、

子もより不安になるという連鎖反応があると思うので、子だけではなく、保

護者のサポートが非常に大事なのではないかと思います。私もそうですが、

自分の心が安定していると、人にも優しくできるので、保護者の心の安定が、

子の情緒に重要ではないかと思いますので、保護者が相談できる場があると

良いと思います。 

私は、幼稚園の園児や家庭と関わることがありますので、よく感じるのです

が、身体的な不自由に関していえば、人がサポートすれば、本人たちも動く

ことができます。一方で、自閉症や情緒的な問題、多動性、落ち着きがない

子が非常に多く、何が問題かという点について、色々と言われているところ

ですが、家庭環境が非常に大きいと感じます。両親は共働きで、祖父母と一

緒に暮らす家庭も少なくなってきた中で、家庭で子と関わる時間が減ってい

るので、子どもが不安定になりやすいという状況が多いと思います。保護者

が子育てをできておらず、学校にやってもらえばよいという無関心な家庭が

増えているので、参加してもらうこと等に課題はあるのですが、保護者に対

する教育の場を提供できないかと思っていました。家庭での大人の影響が大

きいと感じています。小学校になると、一回休んでしまうと休めるという認

識が出来てしまい不登校になるということも大きいと思いますので、それを

許す親という問題もあり、非常に難しい状況だと思います。 

外国籍の子が増えていることも強く実感していまして、少し前は、両親のど

ちらかが外国籍で、家庭ではその国の言葉も使いつつも、外に出れば、日本

語を問題なく話せるという子が多かったのに対し、最近では、両親ともに外

国籍で、家でも外でもその国の言葉で、日本語は全く分からないという方が

通園を希望するパターンが多くなっています。特にヨーロッパが増えていま

す。例えば、ロシアやウクライナ等の方も増え始めており、全く言葉が分か

らないので、異変を知らせる言葉だけでも確認して、日本語で他の子たちと

一緒に生活させている状況です。半年もすれば、片言でも話せるようになる

ので、対応力はすごいと思いながら見ていますが、外国籍の方への対応につ
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市 長 

いては、気を遣う状況だと思います。 

色々とご意見をいただきまして、ありがとうございました。 

林委員には、蘇原第二小学校で年配の方が地域講師となって教える様子をご

覧いただきました。また、委員の皆さんにも支援アシスタントの活躍等も見

ていただいたと思います。「さくらまえみや」については、視察しますと、雰

囲気が良く、なぜ学校にいけないのだろうというのが正直な感想でした。そ

こに行けば必ず楽しさを見つけ、自分なりに何かやろうと自発的な行動に出

ているという状況があり、必要性を感じ、ヒントをつかんでもらえればと感

じているところです。 

外国籍の子については、多国籍になっており、以前は、鵜沼の団地や尾崎団

地に多かったですが、最近は、市内全般に特に那加地区が増えており、Futuro

教室についても那加地区に移動したという経緯があります。 

小島委員の話でもありましたように、子どもたちの吸収力は非常に高く、又

先生も丁寧に教えていますので、こうした子たちが日本の文化に触れながら、

慣れながら、学校生活を楽しんでもらうことが良いことだと思います。ご存

じの通り、ウクライナから避難している子も市内の小学校に通っていますが、

既に友達もできて、ウクライナの話を教えてほしいという同級生の質問もあ

り、温かい光景が見られ、良かったと感じています。 

支援を要する児童生徒はこれまでの推移を見ても、比率は高まってくると思

いますので、引き続き、市行政としても教育委員会と力を合わせて取り組ん

でいきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 

（２）文化財資源を活用した事業展開 

市 長 

 

文化財課長 

市 長 

 

林 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化財課長 

林 委 員 

次に「文化財資源を活用した事業展開」を議題としたいと思います。 

担当課より説明をお願いいたします。 

（文化財資源を活用した事業展開について、資料により説明） 

説明ありがとうございました。 

それでは教育委員の皆様のご意見をお伺いしたいと思います。 

先日、図書館で企画展を開催されていたと思います。会社の者が行きたかっ

たが、キッチンカーのイベントと重なっており、行かなかったという話があ

りました。せっかくの企画展がイベントと重ならない方が良いと思います。 

ターゲット層の点で、子供向けか大人向けかは、展示内容等によると思うの

で、分けた方が見やすいのではないかと思います。見たいもの、興味がある

ものが違うと思いますので、企画展を開催する際に、ターゲット層を決めて、

ターゲットに向けた宣伝―例えば、小学生向けであれば、市内小学校に案内

―を行うことが重要だと思います。何かをつくるときには、どうしても幅広

く見てもらいたいということがありますが、幅広く見てもらおうとすると、

ばらついてしまうので、ターゲット層を決めて行うと良いと思います。 

Instagram は活用していませんか。 

現在のところ活用していません。 

最近は、どこかに行くときに、Instagram を見て行先を決める方が結構いる
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文化財課長 

林 委 員 

 

 

小 島 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大 堀 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和 智 委 員 

 

 

 

 

ので、市として Instagram を活用することがどうなのかという点はあるとは

思いますが、ハッシュタグで承久の乱等を付けると、そこから入ってくる方

もいると思います。YouTube はそれを見て楽しむのに対し、Instagram はそ

れを見てここへ行きたい、これを食べたいという情報を得るような使い方を

しますので、集客を考えるのであれば、Instagram の方が良いのではないか

と思いました。 

鉄道の駅に広告ポスターが掲示されていたりしますが、やはりお金が結構か

かるものでしょうか。 

かかると思います。 

私も、鉄道を利用する際に、広告を見て展覧会の開催を知るので、人を呼ぶ

のにも良いのではないかと思いましたが、お金がかからない方法としては、

Instagram が手軽ではないかと思いました。 

SNS の使い方で気になっています。公式 LINE の登録者数がどの程度いるの

か分からないですが、そういったものを活用しても良いと思いますし、先程

の話にあった Instagram を利用するのも良いと思います。最近は、Facebook

はあまり使われないようですね。Instagram や TikTok に切り替わっているよ

うで、そういったサービスを使えると発信に生きてくると思います。最近、

歴史的なものは、若い女性でも歴女という言葉があるように、好きな方がい

ると思いますので、そういった層も取り込めると面白いのではないかと思い

ます。移動を苦にせず、どこにでも見に行くという話を聞きますので、発信

の方法も工夫すると良いのではないかと思います。また、今後発行される書

籍があれば、ぜひ購入したいと思います。家に昔発刊された冊子があるので

すが、白黒写真になっていまして、カラーになってきれいになった最新版を

見たいと思います。 

各務原の歴史について、毎回感心して聞いています。坊の塚古墳の話を聞い

た時も、すごいな、こんなものが各務原市にあったのか、と感動しました。

そういった機会がないと、足を運ぶ機会がありませんし、私は歴史が苦手で、

説明を受けて、すごいとは思いつつ、なかなか足が向かないのですが、最近

では、NHK の大河ドラマで「麒麟が来る」や「どうする家康」等、各務原が

絡んでいたり、掠っていたりすることを感じると、見てみたい、行ってみた

いと思いますので、そうしたタイミングで各務原の歴史と強引に絡めながら、

PR していくのが方法の一つだと感じました。他所の地域かもしれませんが、

絶対に関わりがあると思いますし、この前テレビでも、タレントの田村淳が、

犬山城のことをすごく PR している中で、この周辺のことも話していたので、

そういったところも結びつけながら、ストーリーとして、一般の人の興味が

湧くような PR ができれば良いのではないかと思いました。 

前渡不動では、急坂で野球部の子たちが、トレーニングしていまして、私も

娘と一緒に坂を走りに行っていました。そこが、そんな歴史のある貴重なと

ころと思いませんでした。なんとなく知っているくらいの方もいると思いま

すので、現場に行ってインタビューしたものを載せてみる、すぐ横の店でそ

こらしいものを開発・販売してもらう等の方法があると思いました。先程の
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文化財課長 

 

 

 

 

 

 

和 智 委 員 

市 長 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話でもありましたが、Instagram できれいなところを探して、そこに行って

みようと行動する若者が多いですし、年配の方もそういった情報があれば行

くと思いますので、Instagram の活用もできると良いと思います。YouTube

の動画については、行きついてもらうための「バズる」映像が無いと、そこ

に人を引き込めないのではないかと思いました。歴史を好きな人は興味があ

ると思いますが、そうではない人は行くことはなく、偏っていると思います。

興味がない人に対しては、食べ物が効果的ではないかと思いました。場所が

あるだけでなく、そこに引き込んでくれる町の付帯要素があると良いと思い

ました。 

娘が遠足で空宙博に行ってきたのですが、他市の子たちには好評だったよう

です。まだ知られていないだけかもしれませんので、PR できると良いと思い

ました。例えば、市民カメラマンに承久の乱等をテーマに写真を募集して、

良い写真が撮影できれば、それを見て、その場所に行ってもらえるのではな

いかと思いますし、市民と協力して盛り上がっていけるのではないかと思い

ます。 

会議で資料をもらうことがありますが、非常に良い資料で、そうした資料を

作って取っておくことが、何十年、百年と経った時、各務原市として、貴重

な資料になっていくと思いますので、ぜひそのような資料を作成してもらえ

ればと思います。 

食べ物の話がありましたが、承久の乱合戦供養塔の前のカフェで、承久の乱

バーガーが出ました。また、鵜沼宿の釜めし屋で、皇女和宮ランチというも

のがありまして、私たちがメニューを調べ、分析して、それを基に商品化し

たものになります。また、伊能忠敬ねぶか雑炊といったものもあります。 

SNS については、色々とご意見をいただきましたが、オフィシャルで行うと

なると、一つ一つ決裁が必要となること等、難しい点もありますので、一つ

ずつクリアして、実現できると良いと思います。 

商工会議所等と協力できないのでしょうか。 

今のお話を聞きますと、PR については、観光協会が担うものではないかと思

います。観光協会と協力しながら、そういった発信もできればと思います。 

ちなみにハンバーガーは結構おいしかったです。 

第１回会議で、学校教育の状況を数字で見ていただいた際に、林委員からも

多様性という言葉があり、色々な子どもが増えているという話をしました。

第２回会議では、学校教育課がどのようなことをやっているのか今日発表を

してもらいました。今日たまたまお話したのが、障がい、不登校、外国籍で

したが、ヤングケアラーや虐待を受けているといった子どもたちも手当して

いかなくてはなりません。また、更に広くとらえると、授業が分からないと

いった子についても、特に支援が必要だということになります。そうすると、

今日説明したものは、学校教育に必要なもののほんの少しになります。そう

いったことも全て考えながら、学校教育で色々とやっていきたいと思います。

どう感じられたか分かりませんが、Futuro 教室は１１人で多国籍になってお

り、その子たちをたった２人の先生が教えているので、非常に大変です。し
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市 長 

 

かも、小学校１年生から中学校３年生までいるという現状で、限界があると

思っています。また、「さくらまえみや」も毎日１５人程度来ており、その１

５人を２人の退職校長と２人の大学生アルバイトで面倒を見ている。しかも、

小学校１年生から中学校３年生までいるということで、子どもそれぞれに

色々なニーズがあり、それを４人で面倒見ているという状況です。施設が整

備され、それはありがたいことですが、お願いしたいのは、今年度人員増員

を要望しませんでしたが、手一杯になっており、十分な対応が出来なくなっ

ていますので、この状況をご理解いただき、配慮をお願いしたいと思います。

学校教育課も学校も精一杯子どもたちに対応していますので、教育委員の皆

さんにもご理解・応援いただきたいと思います。 

教育委員の皆さんのご意見から思うのは、保護者への啓発をどのようにやっ

ていくか―例えば、各学校が行っている家庭教育学級の内容を保護者への啓

発に変えていくことができないか、PTA の方でも子ども一人ひとりの理解を

どのようにしていくか―といったこと考えていくことが必要だと感じまし

た。 

不登校の子の保護者は非常に困っているのは確かで、発表の中にもありまし

たが、「さくらまえみや」に来ている子の母親が、本当に困っていたが、娘が

行くようになって、本当にうれしいということを言われていました。保護者

のケアにはついては、今年９月に教育センターの相談件数が、初めて不登校

に関する相談が発達に関する相談を超えました。相談には来ているが、まだ

悩んでいる方がいるので、各学校についても相談業務を充実していかなけれ

ばならないということで、各学校に相談員を入れていただいたので、更に活

用していきたいと思います。 

発表のとおり、文化財課では、企画展や体験を多く取り入れながら、学校教

育に対して、非常に力を入れています。文化財課だけではないのですが、や

っていることをどのように宣伝していくかということが、大きな課題だと改

めて感じ、一層考えていかなければならないと思いました。 

また、それぞれの発表に関し、教育委員会会議内でも、これだけ詳しくご説

明したことがないのではないかと思います。 

市長が横串を刺すというお話をされますが、不登校については、青少年教育

課ではマスつかみ体験といった不登校の子を対象としたイベントをやってお

り、教育委員会内でも横串を刺すことを行っています。文化財課についても、

学校教育課との連携はありますが、もしかするとスポーツ課でもやれるので

はないかといったことが考えられます。教育委員会内で連携していきたいと

思いますし、産業活力部とも、寺小屋事業で、連携要請があると思いますの

で、協力できることがないかということを考えていきたいと思います。その

ことが、皆で不登校を考える、子ども一人ひとりを考える、ふるさとを考え

ることに繋がるのではないかと思いますので、今回共有できたことが非常に

良かったです。 

それでは、他に意見も無いようですので、議事を終了したいと思います。 

では、進行を事務局に返します。 
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総 務 課 長 本日は、長時間にわたりありがとうございました。 

それでは、これをもちまして、令和５年度第２回総合教育会議を終了いたし

ます。本日はありがとうございました。 

 

 


